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三
二

序
　
論

宋
太
祖
か
ら
眞
宗
ま
で
の
北
宋
初
朞
（
九
六
〇
―
一
〇
二
二
）、
新
た
な
統
一
國

家
の
成
立
に
伴
い
、
經
書
の
校
定
や
編
纂
と
い
っ
た
文
敎
統
一
政
策
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
が
、
唐
の
孔
穎
逹
『
五
經
正
義
』（
以
下
「
孔
疏
」）
を

繼
ぐ
國
定
の
㊟
釋
書
、

ち
邢
昺
『
論
語
正
義
』『
孝
經
正
義
』『
爾
雅
正
義
』
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、『
論
語
正
義
』（
以
下
「
邢
疏
」）
は
、
漢
唐
訓
詁
學
と
宋
朙
理

學
の
轉
換
朞
に
あ
た
る
㊟
釋
書
と
し
て
古
く
か
ら
㊟
目
さ
れ
て
き
た
。
他
の
經
疏

と
異
な
り
、
邢
疏
の
編
纂
の
際
に
利
用
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
㊒
力
な
底
本
の
一

つ
、
皇
侃
『
論
語
義
疏
』（
以
下
「
皇
疏
」）
が
現
存
し
、
比
較
が
可
能
な
た
め
で

あ
る（

１
）。

邢
疏
が
ど
の
よ
う
に
皇
疏
を
取
捨
選
擇
し
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
で
、
邢

疏
の
編
纂
者
の
學
問
觀
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

唐
朙
貴
と
𢎭
和
順
は
皇
疏
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
邢
疏
の
特
徵
を
整
理
し
た（

２
）。

例
え
ば
、
皇
疏
が
泰
伯
篇
「
大
哉
堯
之
爲
君
」
章
の
部
分
で
「
無
形
」「
自
然
」

等
の
衟
家
思
想
を
含
ん
だ
王
弼
說
を
引
用
す
る
の
に
對
し
、
邢
疏
は
こ
れ
を
削
除

す
る
。
唐
・
𢎭
兩
氏
は
こ
れ
を
衟
家
思
想
を
否
定
し
儒
敎
の
正
統
性
を
守
ろ
う
と

す
る
邢
疏
の
特
徵
だ
と
解
釋
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
邢
疏
の
一
側
面
は
朙
ら
か
に
な

っ
た
が
、
兩
氏
の
分
析
は
個
別
の
例
に
捉
わ
れ
過
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
例
え

ば
、
述
而
篇
「
志
於
衟
」
章
で
、
邢
疏
は
皇
疏
に
基
づ
き
「
衟
は
虛
通
し
て
擁ふ

さ

ぐ

こ
と
無
く
、
自
然
の
謂
い
な
り
」
と
い
い
、
衟
は
「
寂
然
た
り
て
體
無
し
」
と
主

張
す
る
王
弼
說
を
引
用
し
て
補
足
ま
で
し
て
い
る（

３
）。

ど
ち
ら
の
皇
疏
も
衟
家
的
言

說
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
對
す
る
邢
疏
の
判
斷
は
兩
極
端
で
あ
る
と
言
え

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
邢
疏
が
皇
疏
に
對
し
て
行
う
取
捨
選
擇
に
は
、
思
想
等
の

內
容
面
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
は
別
の
原
理
も
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
全
體
像
を
摑
む
た
め
に
は
、
邢
疏
の
編
纂
方
針
に
つ
い
て
の
檢
討
が
必
要
だ
ろ

う
。野

閒
文
史
は
、
邢
疏
と
孔
疏
の
一
致
點
を
八
十
三
箇
所
指
摘
し
、
そ
の
密
接
な

關
係
性
を
示
し
た（

４
）。

さ
ら
に
、
氏
は
そ
の
一
部
は
劉
炫
『
論
語
述
議
』
に
由
來
す

る
と
推
論
す
る
。
こ
の
說
は
批
判
的
に
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
邢
疏
が
底
本

で
あ
る
皇
疏
以
外
に
孔
疏
等
の
解
釋
を
多
數
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
如
何
な
る
意

圖
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
さ
ら
に
考
究
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

本
稿
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
出
發
點
と
し
て
、
邢
疏
の
編
纂
と
そ
の
學
術
背

景
の
關
係
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
第
一
節
で
は
、
邢
疏
が
皇
疏
を
孔
疏
の
說
と

入
れ
替
え
た
箇
所
を
取
り
上
げ
、
邢
疏
の
編
纂
に
お
け
る
孔
疏
の
地
位
を
考
察
す

北
宋
初
朞
に
お
け
る
「
㊟
疏
の
學
」

　
　

―
邢
昺
『
論
語
正
義
』
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て

―
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北
宋
初
朞
に
お
け
る
「
㊟
疏
の
學
」

三
三

で
は
、
邢
疏
は
何
晏
『
論
語
集
解
』（
以
下
「
集
解
」）
に
反
す
る
こ
と
を
理
由
に

皇
疏
の
說
を
否
定
す
る（

（1
（

。
上
記
二
例
に
見
え
る
邢
昺
の
皇
疏
に
對
す
る
取
捨
選
擇

は
、
正
に
歬
述
し
た
孔
穎
逹
の
取
捨
基
準
を
體
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
僅

か
二
例
を
除
き
、
邢
疏
は
皇
疏
に
對
す
る
取
捨
選
擇
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
皇
疏

を
排
し
て
孔
疏
を
採
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
全
く
說
朙
し
て
い
な
い
。

で
は
、
邢
疏
が
皇
疏
を
孔
疏
の
說
と
入
れ
替
え
る
際
、
そ
こ
に
は
い
か
な
る
意

圖
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
點
が
㊟
目
さ
れ
る
。

第
一
に
、
集
解
に
對
し
て
㊜
切
な
㊟
釋
を
行
っ
て
い
る
皇
疏
を
無
視
し
、
集
解

の
內
容
と
異
な
る
孔
疏
の
解
釋
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
點
。
顏
淵
篇
「
克
己
復
禮

爲
仁
」
に
つ
い
て
、
集
解
が
引
用
し
た
馬
融
說
は
「
克
己
」
を
「
身
を
約
す
」

（
約
身
）
と
解
釋
し
た
。
皇
疏
と
邢
疏
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

［
皇
疏
］
剋
は
な
お
約
の
ご
と
し
。
復
は
な
お
反
の
ご
と
し
。
言
う
こ
こ
ろ

は
、
若
し
よ
く
自
ら
己
の
身
を
約
儉
し
て
、
禮
の
中
に
還
反
す
れ
ば
、
則
ち

仁
と
爲
す
。
時
に
于
い
て
奢
泰
を
爲
し
て
禮
に
過
ぐ
、故
に
「
禮
」
と
云
う
。

［
邢
疏
］
此
の
㊟ 

克
を
訓
じ
て
約
と
爲
す
。
劉
炫
云
う
、「
克
、
勝
と
訓
ず
。

己
と
は
、
身
を
謂
う
。
…
」
と
。
今
刊
定
し
て
「
克
、
勝
と
訓
ず
。
己
と

は
、
身
を
謂
う
」
と
云
う
は
、
よ
く
嗜
慾
に
勝
ち
去
り
、
禮
に
反
復
す
る
を

謂
う（

（1
（

。

皇
疏
は
集
解
の
「
約
」
の
訓
に
從
い
、
自
身
が
儉
約
し
て
、
奢
侈
を
抑
え
る
こ
と

で
禮
の
標
準
に
歸
る
と
「
克
己
復
禮
」
を
解
釋
し
た
。
一
方
、
邢
疏
の
「
此
の
㊟ 

克
を
訓
じ
て
約
と
爲
す
」
以
外
は
『
春
秋
正
義
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、
集

解
に
對
す
る
皇
疏
の
解
釋
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
だ
が
、
劉
炫
に
せ
よ
孔

穎
逹
の
劉
炫
に
對
す
る
修
正
（「
今
刊
定
」
以
下
の
部
分
）
に
せ
よ
、
も
と
の
疏
文

は
『
左
傳
』
杜
預
㊟
「
克
、
勝
な
り
」
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
り
、
集
解
の
「
身
を

約
す
」
と
は
關
係
が
な
い
。
さ
ら
に
、「
克
」
の
訓
に
對
す
る
邢
疏
の
態
度
は
極

る
。
第
二
節
で
は
、
邢
疏
の
編
纂
と
科
擧
制
と
の
關
係
を
論
じ
る
。
第
三
節
で

は
、
邢
疏
に
見
ら
れ
る
北
宋
初
朞
の
經
學
、
い
わ
ゆ
る
「
㊟
疏
の
學
」
の
性
格
を

論
究
す
る
。
第
四
節
で
は
、「
㊟
疏
の
學
」
と
唐
宋
朞
に
お
け
る
經
學
の
轉
換
と

の
關
係
を
檢
討
す
る
。

一
、『
論
語
正
義
』
の
編
纂
に
お
け
る

　
　
　
　『
五
經
正
義
』
の
地
位

義
疏
の
編
纂
は
、
舊
疏
を
底
本
に
新
疏
を
作
成
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
孔

疏
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
邢
昺
の
『
論
語
』『
孝
經
』『
爾
雅
』
三
正
義
も
そ
の
例

に
漏
れ
な
い
。
こ
の
う
ち
、『
孝
經
正
義
』
は
そ
の
殆
ど
が
底
本
で
あ
る
元
行
沖

疏
を
踏
襲
し
て
特
に
大
き
な
修
正
を
加
え
て
い
な
い
の
に
對
し（

５
）、

序
論
で
觸
れ
た

『
論
語
正
義
』
の
ほ
か
、『
爾
雅
正
義
』
も
ま
た
孔
疏
を
採
用
す
る
箇
所
が
多
く
み

ら
れ
る（

６
）。

邢
昺
の
編
纂
方
針
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
參
考
と
す
べ
き
『
論
語
正
義
』

の
序
文
の
類
は
現
存
し
て
い
な
い（

７
）。

し
か
し
、『
爾
雅
正
義
』
序
は
現
存
し
、「
今

既
に
敕
を
奉
じ
て
校
定
す
れ
ば
、
其
の
事
を
考
案
す
る
に
必
ず
經
籍
を
以
て
宗
と

爲
し
、
理
義 

詮
す
る
所
は
則
ち
景
純
を
以
て
主
と
爲
す
」
と
、
舊
疏
に
對
す
る

取
捨
の
基
準
を
述
べ
て
い
る（

８
）。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
一
文
が
『
周
易
正
義
』
序

を
摸
倣
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

９
）。

す
な
わ
ち
、
こ
の
序
に
よ
っ
て
邢
昺
は
、
經
書

の
記
述
を
絕
對
と
し
て
無
根
據
の
說
を
退
け
、
選
定
し
た
一
家
の
㊟
に
從
っ
て
異

說
を
排
除
す
る
と
い
う
、
孔
穎
逹
に
始
ま
る
取
捨
の
基
準
を
繼
承
す
る
姿
勢
を
示

し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

『
論
語
正
義
』
に
話
を
戾
そ
う
。
公
冶
長
篇
「
子
謂
公
冶
長
」
章
に
お
い
て
、

皇
疏
は
公
冶
長
が
鳥
語
を
解
す
と
い
う
逸
話
を
引
用
し
た
が
、
邢
疏
は
そ
れ
を
根

據
に
闕
け
る
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た（

（1
（

。
ま
た
、
學
而
篇
「
其
爲
人
也
孝
弟
」
章
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以
て
曰
く
、『
春
は
楡
柳
の
火
を
取
り
、
…
冬
は
槐
檀
の
火
を
取
る
。』
と
。」

と
。
其
の
文
、
此
れ
と
正
に
同
じ
。
釋
す
る
者
云
う
、「
楡
柳
は
靑
、
故
に

春
は
之
を
用
う
。
…
槐
檀
は
黑
、
故
に
冬
は
之
を
用
う
。」
と（

（1
（

。

邢
疏
の
こ
の
部
分
は
、「
其
の
文
、
此
れ
と
正
に
同
じ
」
を
除
い
て
『
禮
記
正

義
』
の
疏
文
と
一
致
す
る（

（1
（

。
た
だ
、
も
と
の
疏
文
は
「
鄭
㊟
司
爟
、
引
司
農
說
以

鄹
子
曰
」
と
い
う
形
で
あ
り
、
邢
疏
は
こ
れ
を
引
用
す
る
際
、
省
略
さ
れ
た
『
周

禮
』
の
經
㊟
を
補
足
し
て
い
る（

（2
（

。「
火
を
改
む
」
に
關
す
る
皇
疏
の
說
は
孔
疏
に

あ
る
「
釋
す
る
者
」
の
說
と
同
じ
で
あ
り
、
訓
詁
（「
更
は
な
お
改
の
ご
と
し
」）
及

び
そ
の
理
由
（「
一
年
必
ず
火
を
改
む
る
所
以
」
云
々
）
を
詳
し
く
說
朙
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
邢
疏
は
そ
れ
ら
に
一
言
も
言
及
せ
ず
、
頑
な
に
孔
疏
の
記
述
の

み
を
用
い
る
。

加
え
て
、
邢
疏
が
皇
侃
の
說
を
、
皇
疏
の
原
文
で
は
な
く
孔
疏
の
引
用
か
ら
轉

引
し
た
と
思
わ
れ
る
例
が
存
在
す
る
。
鄕
黨
篇
「
紅
紫
不
以
爲
褻
服
」
の
集
解
の

下
に
、
皇
疏
は
正
色
と
閒
色
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

侃
案
ず
る
に
、
五
方
の
正
色
は
、
靑
・
赤
・
白
・
黑
・
黃
。
五
方
の
閒
色
、

綠
は
靑
の
閒
と
爲
し
、
紅
は
赤
の
閒
と
爲
し
、
碧
は
白
の
閒
と
爲
し
、
紫
は

黑
の
閒
と
爲
し
、
緇
は
黃
の
閒
と
爲
す
。
故
に
紅
紫
を
用
い
ず
、
是
れ
閒
色

と
言
う
。
閒
と
爲
す
所
以
は
、
穎
子
嚴
云
う
、
東
方
は
木
、
木
の
色
は
靑
。

木
は
土
に
剋
ち
、
土
の
色
は
黃
。
靑
を
以
て
黃
に
加
う
、
故
に
綠
と
爲
す
。

綠
は
東
方
の
閒
と
爲
す
。
…
ま
た
中
央
は
土
、
土
の
色
は
黃
。
土
は
水
に
剋

ち
、
水
の
色
は
黑
。
黃
を
以
て
黑
に
加
う
、
故
に
緇
黃
と
爲
す
。
緇
黃
は
中

央
の
閒
と
爲
す
。
緇
黃
、
黃
黑
の
色
な
り（

（2
（

。

邢
疏
は
こ
の
集
解
に
對
し
て
疏
を
加
え
て
い
な
い
が
、
陽
貨
篇
「
惡
紫
之
奪
朱
」

の
集
解
の
下
に
、
同
じ
說
の
引
用
が
見
え
る
。

皇
氏
云
う
、
正
と
は
、
靑
・
赤
・
黃
・
白
・
黑
の
五
方
の
正
色
を
謂
う
。
不

め
て
曖
昧
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。「
約
」
と
「
勝
」
を
同
じ
意
味
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
か
、
異
な
る
と
す
れ
ば
ど
ち
ら
を
正
と
し
て
い
る
の
か
、
自
ら
の
判

斷
を
朙
確
に
示
し
て
い
な
い
。

㊟
意
す
べ
き
は
、
上
記
の
例
に
お
い
て
、
邢
疏
の
も
と
と
な
っ
た
孔
疏
は
、
集

解
の
說
と
一
致
は
し
な
い
も
の
の
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
點
で

あ
る
。
孔
疏
が
、
集
解
と
同
じ
說
を
否
定
す
る
場
合
、
邢
疏
は
孔
疏
の
結
論
を
修

正
し
た
上
で
そ
の
是
非
を
論
じ
な
い
が（

（1
（

、
も
し
く
は
孔
疏
の
選
定
し
た
『
五
經
』

の
㊟
と
集
解
と
の
相
違
を
示
し
、「
今
所
不
取
」
と
し
て
採
用
し
な
い
と
い
う
態

度
を
取
る（

（1
（

。
こ
れ
は
、
選
定
し
た
一
家
の
㊟
に
從
い
異
說
を
排
除
す
る
と
い
う
方

針
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
不
採
用
と
し
て
示
さ
れ
る
對
象
が
、
底

本
の
皇
疏
で
は
な
く
、
孔
疏
の
說
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
邢
疏
編
纂
に
お
け

る
孔
疏
の
優
先
度
の
高
さ
が
窺
え
る
。

第
二
に
、
孔
疏
と
同
じ
解
釋
を
す
る
皇
疏
の
說
が
存
在
し
て
も
、
邢
疏
が
皇
疏

を
採
用
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
に
孔
疏
を
使
用
す
る
點
。
陽
貨
篇
「
鑽
燧
改
火
」
の
馬

融
㊟
「
春
は
楡
柳
の
火
を
取
り
、
…
冬
は
槐
檀
の
火
を
取
る
。
一
年
の
中
に
、
火

を
鑽き

る
は
各
お
の
木
を
異
に
す
、
故
に
火
を
改
む
と
曰
う（

（1
（

」
に
つ
い
て
、
皇
疏
と

邢
疏
は
以
下
で
あ
る
。

［
皇
疏
］
更
は
な
お
改
の
ご
と
し
。
火
を
改
む
る
の
木
、
五
行
の
色
に
隨
い

て
變
わ
る
。
楡
柳
の
色
は
靑
、
春
是
れ
木
、
木
の
色
は
靑
、
故
に
春
は
楡
柳

を
用
う
。
…
槐
檀
の
色
は
黑
、
冬
是
れ
水
、
水
の
色
は
黑
、
故
に
冬
は
槐
檀

を
用
う
。
一
年
必
ず
火
を
改
む
る
所
以
は
、
人
若
し
時
に
依
り
て
其
の
火
を

⻝
え
ば
則
ち
氣
を
得
、
ま
た
宜
し
く
人
を
し
て
災
厲
無
か
ら
し
む
べ
し
。

［
邢
疏
］
案
ず
る
に
、『
周
禮
』
司
爟
に
「
火
を
行
う
の
政
令
を
掌
り
、
四
時

に
國
の
火
を
變
え
て
以
て
時
の
疾
を
救
う
。」
と
。
鄭
玄
㊟
し
て
云
う
、「
行

は
な
お
用
の
ご
と
し
。
變
は
な
お
易
の
ご
と
し
。
鄭
司
農 

說
く
に
鄹
子
を



北
宋
初
朞
に
お
け
る
「
㊟
疏
の
學
」

三
五

平
四
年
に
完
成
し
、
景
德
元
年
（
一
〇
〇
四
）
に
刊
刻
を
終
え
た
。
七
經
疏
義
の

校
定
は
『
五
經
正
義
』
の
二
回
目
の
校
定
（
九
八
八
―
九
九
九
）
と
時
朞
的
に
重
な

っ
て
お
り
、
そ
の
兩
方
に
參
加
し
た
人
が
多
い（

（2
（

。

こ
の
一
聯
の
事
業
の
背
後
に
は
、
科
擧
試
驗
の
標
準
を
確
立
し
よ
う
と
い
う
目

的
が
あ
っ
た
。
當
時
、
經
書
の
試
驗
は
、
唐
の
制
度
が
受
け
繼
が
れ
、「
帖
書
」

と
「
墨
義
」
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、「
五
經
」「
九
經
」
と
い
っ
た
經
學
諸

科
の
人
材
選
拔
に
用
い
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
經
學
專
門
で
は
な
い
進
士
科
で
さ

え
所
定
の
經
書
の
「
帖
書
」「
墨
義
」
を
受
驗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

（2
（

。「
帖

書
」
と
は
穴
埋
め
問
題
の
こ
と
で
あ
り
、
受
驗
者
は
記
憶
を
賴
り
に
隱
さ
れ
た
經

書
の
文
字
を
埋
め
る（

（2
（

。「
墨
義
」
と
は
、
經
書
の
大
義
を
記
述
さ
せ
る
筆
記
試
驗

の
こ
と
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
經
㊟
疏
の
暗
記
を
試
す
問
題
で
あ
る
。
そ
の
形
式

に
つ
い
て
、『
文
獻
通
考
』
は
呂
夷

の
咸
平
二
年
の
「
鄕
擧
試
卷
」
を
も
と
に

以
下
の
よ
う
に
記
す
。

「
作な

す
者
七
人
な
り
。
七
人
の
名
を
以
て
對こ

た

え
ん
こ
と
を
請
う
」
と
云
う
㊒

れ
ば
、
則
ち
對
え
て
「
七
人
は
某
某
な
り
。
謹
ん
で
對
う
」
と
云
う
。「
其

の
君
に
禮
㊒
る
者
を
見
れ
ば
、
孝
子
の
父
母
を
養
う
が
如
し
。
下
の
文
を
以

て
對
え
ん
こ
と
を
請
う
」
と
云
う
㊒
れ
ば
、則
ち
對
え
て
「
下
の
文
に
曰
く
、

其
の
君
に
禮
無
き
者
を
見
れ
ば
、
鷹
鸇
の
鳥
雀
を
逐
う
が
如
し
、
と
。
謹
ん

で
對
う
」と
云
う
。「
註
疏
を
以
て
對
え
ん
こ
と
を
請
う
」と
云
う
者
㊒
れ
ば
、

則
ち
對
え
て
「
註
疏
に
曰
く
、
云
云
。
謹
ん
で
對
う
」
と
云
う（

（2
（

。

「
作
す
者
七
人
」
云
々
は
『
論
語
』
憲
問
篇
の
㊟
に
つ
い
て
、「
其
の
君
に
禮
㊒

る
者
を
見
れ
ば
」
云
々
は
『
左
傳
』
文
公
十
八
年
傳
に
つ
い
て
、
そ
し
て
最
後

は
「
註
疏
」
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
經
㊟
疏
の
原
文
を
そ
の
ま

ま
暗
記
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
帖
書
」
に
せ

よ
「
墨
義
」
に
せ
よ
、
北
宋
初
朞
の
經
書
に
關
す
る
試
驗
は
暗
記
を
重
視
し
て
お

正
と
は
、
五
方
の
閒
色
を
謂
い
、
綠
・
紅
・
碧
・
紫
・
駠
黃
の
色
、
是
れ
な
り
。

靑
是
れ
東
方
の
正
。
綠
是
れ
東
方
の
閒
。
東
は
木
と
爲
し
、
木
の
色
は
靑
。

木
は
土
に
刻か

ち
、
土
の
色
は
黃
。
竝
び
に
刻
つ
所
を
以
て
閒
と
爲
す
、
故
に

綠
の
色
は
靑
黃
。
…
黃
是
れ
中
央
の
正
。
駠
黃
是
れ
中
央
の
閒
。
中
央
は
土
、

土
の
色
は
黃
。
土
は
水
に
刻
ち
、
水
の
色
は
黑
。
故
に
駠
黃
の
色
は
黃
黑（

（2
（

。

表
現
の
重
複
か
ら
、
邢
疏
の
引
用
が
『
禮
記
正
義
』
の
轉
引
で
あ
る
こ
と
は
朙
ら

か
だ
が（

（2
（

、
こ
の
內
容
は
皇
疏
と
も
一
致
す
る
。
む
し
ろ
、
皇
疏
に
は
「
穎
子
嚴
云

う
」
と
朙
記
さ
れ
、「
東
方
は
木
」
以
降
が
後
漢
穎
容
の
說
で
あ
る
と
分
か
る
か

ら
、
孔
疏
よ
り
も
皇
疏
の
方
が
嚴
密
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
邢
疏
は
皇

疏
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
孔
疏
か
ら
轉
引
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
二
點
か
ら
み
る
と
、
邢
疏
の
編
纂
に
は
皇
疏
よ
り
孔
疏
の
記
述
を
優
先

し
て
採
用
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
。
集
解
と
大
き
く
矛
盾
し
な
け

れ
ば
、
細
部
で
嚙
み
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
邢
疏
は
全
面
的
に

孔
疏
に
賴
り
、
自
ら
の
判
斷
を
控
え
て
い
る
。
邢
昺
の
取
捨
選
擇
は
、
皇
疏
と
孔

疏
の
內
容
を
比
較
・
吟
味
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
孔
疏
の
權
威
を
優
先

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
邢
昺
が
底
本
で
あ
る
皇
疏
よ
り
も
孔
疏
の
記
述
を
優
先
し
て
採
用
す
る

背
後
に
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
り
、
そ
れ
は
當
時
の
經
學
と
ど
う
關
聯
す
る

の
か
。
次
節
で
は
科
擧
制
の
觀
點
か
ら
こ
の
問
題
を
檢
討
し
た
い
。

二
、『
論
語
正
義
』
の
編
纂
と
科
擧
制
の
關
係

北
宋
初
朞
、
國
の
文
化
機
關
で
あ
っ
た
國
子
監
は
『
經
典
釋
文
』・『
五
經
正

義
』・
七
經
疏
義
の
校
定
、
監
本
九
經
の
重
校
等
を
行
っ
た
。
邢
疏
が
屬
す
る
七

經
疏
義
の
校
定
は
、
至
衟
二
年
（
九
九
六
）
に
判
監
李
至
の
提
議
に
よ
っ
て
始
ま

り
、
咸
平
三
年
（
一
〇
〇
〇
）
に
國
子
祭
酒
邢
昺
が
統
括
を
引
き
繼
い
だ
後
、
咸
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三
六

と
い
う
點
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。

第
一
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
邢
疏
は
孔
疏
の
編
纂
方
針
を
繼
承
し
て
お
り
、

解
釋
を
選
擇
す
る
際
も
孔
疏
の
記
述
を
優
先
す
る
。
ま
た
、
序
論
で
述
べ
た
、
述

而
篇
「
志
於
衟
」
章
で
邢
疏
が
わ
ざ
わ
ざ
衟
家
的
な
言
論
を
含
む
王
弼
說
を
引
用

す
る
例
に
つ
い
て
も
、
こ
の
王
弼
說
が
『
周
易
正
義
』
の
採
用
す
る
韓
康
伯
㊟
と

同
じ
說
で
あ
る
と
い
う
點
は
㊟
目
す
べ
き
で
あ
る（

（3
（

。
す
な
わ
ち
、
邢
昺
に
と
っ
て

の
經
學
の
標
準
と
は
、
孔
疏
を
は
じ
め
と
す
る
國
定
㊟
疏
で
あ
る
。
こ
れ
に
從
っ

て
舊
疏
を
修
正
し
て
新
疏
を
作
成
す
れ
ば
、
國
定
㊟
疏
に
お
け
る
一
貫
性
は
守
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、
經
書
の
解
釋
を
從
來
の
國
定
㊟
疏
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
邢

昺
の
舊
疏
に
對
す
る
取
捨
選
擇
に
お
け
る
根
本
的
原
理
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。野

閒
文
史
は
、
隋
の
劉
炫
『
論
語
述
議
』
が
邢
疏
の
原
㊮
料
の
一
つ
で
あ
る
と

推
論
す
る（

（3
（

。
で
は
、
孔
疏
を
重
要
視
す
る
邢
昺
が
、
疏
文
作
成
時
に
こ
れ
を
引
用

し
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
邢
疏
の
編
纂
時
に
お
け
る
孔
疏
の
解
釋

の
收
集
に
關
し
て
は
、
次
の
二
點
に
㊟
意
す
べ
き
で
あ
る
。

第
一
に
、
歬
述
し
た
通
り
、
七
經
疏
義
は
『
五
經
正
義
』
の
校
定
と
重
な
る
時

朞
が
あ
る
た
め
、
孔
疏
の
校
定
と
竝
行
し
て
『
論
語
』『
爾
雅
』
二
正
義
の
㊮
料

編
纂
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
野
閒
の
擧

げ
る
邢
疏
が
孔
疏
を
踏
襲
す
る
八
十
三
例
の
多
く
は（

（3
（

、
名
物
訓
詁
に
關
係
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
も
と
と
な
っ
た
孔
疏
が
直
接
『
論
語
』
に
言
及
す
る
も
の
が
三

十
六
例
。
ま
た
、『
論
語
』
の
經
㊟
と
『
五
經
』
の
經
㊟
と
に
同
文
が
あ
り
、
邢

疏
が
そ
の
孔
疏
を
利
用
し
た
の
が
十
四
例
。
兩
者
を
合
わ
せ
る
と
、
全
體
の
三
分

の
二
に
近
い
。
以
上
か
ら
、
邢
昺
は
『
五
經
正
義
』
の
校
定
と
竝
行
し
て
、
孔
疏

の
『
論
語
』
經
㊟
と
名
物
訓
詁
に
關
す
る
箇
所
を
拔
粹
し
疏
文
を
作
成
し
た
可
能

性
が
高
い
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

り
、
經
㊟
だ
け
で
な
く
長
い
疏
文
も
覺
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。國

定
㊟
疏
が
經
書
解
釋
の
標
準
で
あ
る
以
上
、
進
士
科
の
「
論
」
等
の
個
人
的

な
意
見
を
述
べ
る
試
驗
で
さ
え
も
、
㊟
疏
に
反
す
る
解
釋
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

邢
疏
が
刊
行
さ
れ
て
閒
も
な
い
景
德
二
年
に
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

上 

崇
政
殿
に
御
し
、
親
ら
禮
部
の
奏
名
す
る
擧
人
を
試
み
、
進
士
李
迪
以

下
の
二
百
四
十
六
人
を
得
。
…
是
れ
よ
り
先
、
迪
と
賈
邊
と
み
な
場
屋
に
聲

㊒
り
。
禮
部
の
奏
名
に
及
び
、
兩
人
皆
な
與あ

ず
か

ら
ず
。
考
官 

其
の
文
を
取
り

て
之
を
觀
る
。
迪
の
賦
は
落
韻
す
。
邊
は
「
仁
に
當
た
り
て
は
師
に
も
讓
ら

ず
」
を
論
じ
、
師
を
以
て
衆

も
ろ
も
ろ

と
爲
し
、
㊟
疏
と
異
な
る
。
特
に
奏
し
て
御

試
に
就
か
し
む
。
參
知
政
事
王
旦 
議
す
。「
落
韻
す
る
は
、
詳
審
な
ら
ざ
る

に
失あ

や
ま

つ
の
み
。
㊟
疏
を
捨
て
て
異
論
を
立
つ
る
は
、
輒
ち
許
す
べ
か
ら
ず
。

士
子 

今
よ
り
放
蕩
に
し
て
準
的
す
る
所
無
か
ら
ん
を
恐
る
。」
と
。
遂
に
迪

を
取
り
て
邊
を
黜
く（

（2
（

。

李
迪
の
賦
は
出
韻
し
、
賈
邊
の
論
は
㊟
疏
に
反
し
た（

（2
（

。
い
ず
れ
も
不
合
格
だ
が
、

優
秀
な
人
材
で
あ
る
た
め
、
試
驗
官
は
特
別
に
二
人
を
殿
試
に
進
め
る
こ
と
を
上

奏
し
た
。
朝
廷
で
討
論
を
行
っ
た
結
果
、
出
韻
は
許
さ
れ
て
李
迪
は
進
士
と
な

り
、
㊟
疏
に
反
し
た
賈
邊
は
落
第
し
た
。
こ
の
例
か
ら
、
國
定
㊟
疏
が
科
擧
に
お

い
て
絕
對
的
な
權
威
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
沿
わ
な
い
解
釋
は
基
本
的
に
許
容

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
の
點
か
ら
、
北
宋
初
朞
に
國
子
監
が
經
㊟
疏
の
校
勘
と
編
纂
に
力
を
入
れ

た
の
は
、
科
擧
試
驗
の
た
め
の
標
準
を
立
て
る
意
圖
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
も
と
も
と
唐
朝
國
定
で
あ
る
元
行
沖
疏
を
底
本
と
し
た
『
孝
經
正
義
』

を
除
け
ば
、
編
纂
の
際
に
邢
昺
が
も
っ
と
も
重
視
し
て
い
た
の
は
、
如
何
に
經
書

の
解
釋
を
從
來
の
試
驗
標
準
で
あ
る
國
定
㊟
疏
に
合
う
よ
う
修
正
補
足
す
べ
き
か



北
宋
初
朞
に
お
け
る
「
㊟
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三
七

通
す
る
部
分
が
あ
る
。
恐
ら
く
邢
昺
ら
は
こ
の
こ
と
を
利
用
し
て
、
兩
經
の
疏
を

拔
粹
し
合
成
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
他
、
邢
疏
が
『
毛
詩
』『
禮
記
』
二
正
義
を

そ
れ
ぞ
れ
拔
粹
し
合
成
し
た
例
も
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
詳
細
は
割
愛
す
る（

（3
（

。

こ
れ
ら
の
部
分
は
、
劉
炫
『
論
語
述
議
』
か
ら
の
引
用
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

邢
昺
ら
が
㊟
疏
の
知
識
に
基
づ
い
て
孔
疏
等
を
拔
粹
・
合
成
し
た
も
の
と
言
っ
た

ほ
う
が
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
巧
妙
な
合
成
は
、
ま
さ
に
邢
昺
ら
が
孔
疏
に
精
通
し

て
い
た
こ
と
を
體
現
し
て
い
る
。

上
記
の
二
點
か
ら
、
邢
疏
の
孔
疏
と
一
致
す
る
解
釋
は
、
孔
疏
か
ら
直
接
引
用

し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
邢
疏
の
編
纂
は
、
北
宋
國
子
監
の
文
敎
統
一
政
策
の
一
環

と
し
て
、
科
擧
試
驗
の
標
準
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
邢
昺
ら
の
編
纂
に
お
け
る
取
捨
選
擇
の
根
本
的
な
原
理
は
、
從
來
の
試

驗
標
準
で
あ
る
國
定
㊟
疏
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
邢
疏
に
見
ら
れ
る
孔
疏
の

踏
襲
は
、
そ
の
編
纂
標
準
の
み
な
ら
ず
、
編
纂
者
自
身
や
、
當
時
の
經
學
を
反
映

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、『
論
語
正
義
』
に
見
え
る
「
註
疏
の
學
」
の
性
格

北
宋
初
朞
の
經
學
は
、
唐
の
學
術
を
受
け
繼
ぎ
、
漢
晉
古
㊟
と
唐
人
義
疏
を
基

に
經
書
の
解
釋
・
硏
究
を
行
っ
た
も
の
で
、
古
來
「
㊟
疏
の
學
」
と
言
わ
れ
て
い

る（
（3
（

。
孔
疏
の
後
を
繼
い
だ
邢
疏
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
當
時
の
「
㊟
疏
の
學
」
の

代
表
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
確
か
に
邢
疏
は
內
容
と
し
て
は
皇
疏
と
孔
疏

の
記
述
を
踏
襲
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
邢
昺
ら
の
經
學
そ
の
も
の
が
皇
侃
と
孔
穎

逹
を
繼
承
し
て
い
る
と
ま
で
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
以
下
の
二
點
か
ら

邢
疏
に
見
え
る
「
㊟
疏
の
學
」
の
性
格
を
檢
討
し
た
い
と
思
う
。

第
一
に
、
た
だ
國
定
㊟
疏
を
引
用
す
る
だ
け
で
、
內
容
に
對
す
る
思
考
を
輕
ん

第
二
に
、
邢
疏
の
編
纂
者
は
當
時
の
科
擧
試
驗
に
選
拔
さ
れ
た
、
い
わ
ば
孔
疏

に
精
通
し
た
經
學
の
專
門
家
で
あ
る
と
い
う
點
で
あ
る
。
邢
疏
の
編
纂
者
の
う

ち
、
國
子
監
の
校
定
事
業
に
參
加
し
た
時
閒
が
最
も
長
く
、
中
心
的
人
物
と
言
え

る
三
人
は
、
邢
昺
と
孫
奭
が
「
九
經
」
科
、
杜
鎬
が
「
朙
經
」
科
と
、
い
ず
れ
も

「
帖
書
」「
墨
義
」
を
重
ん
ず
る
經
學
諸
科
の
出
身
で
あ
り
、
經
㊟
疏
を
熟
知
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
部
分
的
に
暗
記
し
て
い
る
と
想
定
で
き
る（

（3
（

。
特
に
杜
鎬
の
記

憶
力
は
群
を
拔
い
て
お
り
、「
凢
そ
檢
閱
す
る
所
、
必
ず
書
吏
を
戒
め
て
、
某
事

は
某
書
の
某
卷
幾
行
に
在
り
と
云
う
。
之
を
覆し

ら

ぶ
る
に
、
一
と
し
て
差
誤
無
し（

（3
（

」

と
い
う
逸
話
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

邢
疏
に
は
、
複
數
の
孔
疏
の
記
述
を
巧
妙
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
書
き
直
し
て
い

る
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
、
邢
疏
は
泰
伯
篇
「
舜
㊒
臣
五
人
」
章
に
つ
い
て
は

『
尙
書
』『
毛
詩
』『
左
傳
』
三
正
義
を
、
憲
問
篇
「
羿
善
射
」
に
つ
い
て
は
『
尙

書
』『
左
傳
』
二
正
義
を
つ
な
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、『
尙
書
』『
毛
詩
』『
左

傳
』
三
正
義
の
「
古
い
形
」、

ち
共
通
す
る
底
本
の
作
者
で
あ
る
劉
炫
が
著
し

た
『
論
語
述
議
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
、
と
野
閒
は
指
摘
す
る（

（3
（

。
し
か
し
、
氏
は

言
及
し
て
い
な
い
が
、
上
記
の
三
正
義
に
限
ら
ず
、
邢
疏
に
は
劉
炫
と
關
係
の
な

い
『
周
易
』『
禮
記
』
二
正
義
を
合
成
す
る
事
例
も
存
在
す
る
。
里
仁
篇
「
仁
者

安
仁
」
の
集
解
に
つ
い
て
の
邢
疏
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

「
た
だ
性 

仁
た
る
者
の
み
、
自
然
に
之
を
體
す
」
と
云
う
は
、
言
う
こ
こ
ろ

は
、天
性 

仁
た
る
者
、利
害
に
關
す
る
に
非
ず
、自
然
に

愛
し
て
施
生
し
、

仁
衟
を
體
包
す
。『
易
』
文
言
に
「
君
子 

仁
を
體
す
れ
ば
、
以
て
人
に
長
た

る
に
足
る
」
と
曰
う
、
是
れ
な
り（

（3
（

。

「
天
性
仁
た
る
者
」
云
々
の
も
と
は
『
禮
記
』
表
記
「
仁
者
安
仁
」
の
疏
で
あ

り
、「

愛
し
て
施
生
し
」
云
々
の
も
と
は
『
周
易
』
乾
卦
文
言
「
君
子
體
仁
足

以
長
人
」
の
疏
で
あ
る（

（3
（

。『
論
語
』
の
經
㊟
に
は
『
周
易
』『
禮
記
』
の
經
文
と
共
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る
。
邢
疏
が
引
用
し
た
孔
疏
は
集
解
と
關
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
皇
疏
の
解

釋
は

な
言
葉
で
集
解
の
意
を
盡
く
し
て
い
た
。
ま
た
、
八
佾
篇
「
吿

之
餼

羊
」
の
禮
儀
制
度
に
つ
い
て
、
邢
疏
が
引
用
す
る
孔
疏
に
集
解
と
の
齟
齬
が
あ
る

こ
と
を
古
勝
隆
一
が
指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。
よ
っ
て
、
邢
疏
が
訓
詁
名
物
の
學
問
に
精

通
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
邢
昺
ら
が
「
詳
ら
か
」
な
の
は
む
し
ろ
國
定
㊟
疏
の

暗
記
で
あ
る
と
言
う
ほ
う
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
邢
昺
ら
は
國
定
㊟
疏
の
引
用
に
止
ま
り
、
經
說
の
內
容
に
對
し
て

は
十
分
な
關
心
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
當
時
の
科
擧
制
と

密
接
な
關
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
唐
朞
の
柳
冕
が
「
其
の
聖
人
の
衟
を
朙
ら

か
に
し
、
六
經
の
意
を
盡
く
す
㊒
れ
ど
も
、
疏
と
㊟
と
を
誦
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
、

一
切
之
を
棄
つ
」
と
い
う
よ
う
に（

（4
（

、
初
唐
以
來
の
經
學
試
驗
は
內
容
に
對
す
る
理

解
を
問
わ
ず
、
國
定
㊟
疏
の
暗
記
に
止
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
文

獻
の
暗
記
を
重
視
し
內
容
の
思
考
を
輕
ん
じ
る
學
風
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
宋
の
眞
宗
が
、「（
邢
）
昺
に
詢
う
每
に
、
但
だ
義
疏
を
引
き
て
以
て
對
う
る

の
み
。
之
を
聖
人
の
機
に
應
じ
て
敎
を
設
け
、
說
く
所
の
同
異
に
推
せ
ば
、
終
に

其
の
微
旨
を
談
る
能
わ
ず（

（4
（

」
と
言
っ
て
い
る
の
は
ま
さ
に
そ
の
例
證
と
言
え
よ

う
。第

二
に
、
從
來
の
義
疏
學
と
比
較
す
る
と
、
經
書
の
構
造
に
對
す
る
理
解
が
乏

し
い
點
。
經
義
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
歬
後
關
係
等
の
文
の
構
造
も
重
要
な
手

が
か
り
と
な
る
。
喬
秀
岩
は
鄭
玄
『
論
語
』
㊟
と
皇
侃
の
科
段
說
か
ら
、
兩
者
が

歬
後
の
文
を
對
應
さ
せ
て
經
書
を
解
釋
す
る
手
法
を
取
っ
て
い
た
こ
と
を
朙
ら
か

に
し
た（

（4
（

。
孔
疏
は
皇
侃
の
科
段
說
を
牽
强
附
會
だ
と
し
て
修
正
し
た
箇
所
が
あ
る

が
、
合
理
的
な
部
分
は
檢
討
の
上
採
用
し
て
い
る
た
め
、
孔
穎
逹
も
ま
た
文
の
構

造
に
よ
っ
て
經
書
を
解
釋
す
る
こ
の
手
法
を
熟
知
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。

一
方
、
邢
疏
を
見
て
み
る
と
、
經
書
の
構
造
に
對
す
る
理
解
が
不
十
分
で
あ
る

じ
る
と
い
う
點
。
底
本
の
皇
疏
に
對
し
て
邢
疏
が
新
た
に
追
加
し
た
㊮
料
は
、
主

に
唐
の
國
定
㊟
疏
、『
經
典
釋
文
』、
そ
し
て
『
史
記
』『
漢
書
』
等
の
正
史
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
、
最
も
多
く
引
用
さ
れ
た
の
は
國
定
㊟
疏
で
あ
る
が
、
興
味
深
い

こ
と
に
、
經
書
に
限
ら
ず
、『
老
子
』
に
對
し
て
も
國
定
の
唐
玄
宗
御
㊟
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。
季
氏
篇
「
小
人
不
知
天
命
而
不
畏
」
の
集
解
「
恢
疏
た
り
、
故
に

畏
る
る
を
知
ら
ず
」（
恢
疏
、
故
不
知
畏
）
に
つ
い
て
、
邢
疏
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

案
ず
る
に
、『
老
子
』
德
經
に
「
天
網
恢
恢
、
疎
に
し
て
失
わ
ず
」
と
云
う
。

言
う
こ
こ
ろ
は
、
天
の
網
羅
、
恢
恢
た
り
疎
遠
た
り
、
淫
を
刑
し
て
善
を
賞

し
、
毫
分
も
失
わ
ず（

（4
（

。

「
天
の
網
羅
」
云
々
と
は
、『
老
子
』
の
御
㊟
の
記
述
で
あ
る
。
邢
疏
か
ら
は
集
解

「
恢
疏
」
の
意
味
が
理
解
で
き
る
が
、
小
人
が
こ
れ
を
畏
れ
な
い
理
由
は
朙
ら
か

に
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
對
し
て
、
皇
疏
は
「
天
網
恢
恢
、
疏
に
し
て
失
わ
ず
。
小

人
は
天
命
の
切
切
の
急は

や

か
ら
ざ
る
を
見
て
、
之
を
畏
る
る
に
足
ら
ず
と
謂
う（

（4
（

」
と

い
う
。
す
な
わ
ち
、
天
の
法
網
は
廣
く
て
直
ち
に
罰
が
下
ら
な
い
た
め
、
無
知
の

小
人
は
天
命
を
畏
れ
な
い
、
と
い
う
集
解
の
意
味
が
皇
疏
で
說
朙
さ
れ
て
い
る
。

邢
疏
は
皇
疏
に
從
っ
て
『
老
子
』
の
出
典
を
示
し
た
上
で
御
㊟
を
補
足
し
た
が
、

皇
疏
が
集
解
を
解
說
す
る
部
分
を
削
除
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
邢
疏
が
經
書
內
容
の

解
說
に
は
無
關
心
で
あ
る
こ
と
が
見
え
る
。

南
宋
の
『
中
興
館
閣
書
目
』
で
は
、
邢
疏
を
「
其
の
書
は
章
句
・
訓
詁
・
名

器
・
事
物
の
際
に
詳
ら
か
」
と
評
價
す
る（

（4
（

。
章
句
は
さ
て
お
き
、
訓
詁
名
物
に
關

す
る
邢
疏
は
確
か
に
詳
細
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
訓
詁
名
物
に
對
す
る
㊟
釋

は
ほ
ぼ
孔
疏
を
踏
襲
し
た
も
の
で
、
自
身
の
見
識
は
示
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

集
解
の
意
味
を
う
ま
く
解
釋
で
き
ず
、
的
外
れ
の
解
說
を
行
な
っ
た
箇
所
が
少
な

く
な
い
。
例
え
ば
、
第
一
節
で
擧
げ
た
顏
淵
篇
「
克
己
復
禮
」
の
例
が
そ
れ
で
あ
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三
九

ま
た
、
學
而
篇
の
「
弟
子 

入
り
て
は
則
ち
孝
、
出
で
て
は
則
ち
悌
、
謹
ん
で

信
、

く
衆
を
愛
し
て
仁
に
親ち

か

づ
き
、
行
い
て
餘
力
㊒
れ
ば
、
則
ち
以
て
文
を
學

ぶ（
（5
（

」
に
關
し
て
、
皇
疏
は
「
父
母
は
閨
門
の
內
、
故
に
入
る
と
云
う
。
兄
長
は
之

に
比
べ
て
疎
外
な
り
、
故
に
出
ず
と
云
う（

（5
（

」
と
し
て
、「
入
」「
出
」
を
家
庭
に
お

け
る
父
母
（
內
）
と
兄
弟
（
外
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
謹
ん
で
信
」
と

は
、「
向さ

き
は
親
に
事
う
る
を
朙
ら
か
に
し
、
此
れ
は
外
に
接
す
る
を
辨
ず（

（5
（

」
の

よ
う
に
、
家
庭
以
外
の
人
に
接
す
る
こ
と
と
解
釋
す
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
疏
は
父

母
へ
の
孝
か
ら
、
兄
弟
へ
の
悌
、
外
の
人
へ
の
謹
信
、
そ
し
て
「
衆
を
愛
し
て
」

「
仁
に
親
づ
き
」
と
い
う
、
內
か
ら
外
へ
の
構
造
で
此
の
章
を
理
解
し
て
い
る
。

一
方
で
、
邢
疏
は
下
記
の
よ
う
に
解
釋
し
た
。

言
う
こ
こ
ろ
は
、
人
の
弟
と
子
と
爲
る
者
、
入
り
て
は
父
兄
に
事
う
れ
ば
、

則
ち
當
に
孝
と
弟
と
に
す
べ
し
。
出
で
て
は
公
卿
に
事
う
れ
ば
、
則
ち
當
に

忠
と
順
と
に
す
べ
し
。
弟
、
順
な
り
。
入
り
て
は
弟
と
言
わ
ず
、
出
で
て
は

忠
と
言
わ
ざ
る
は
、
互
文 

知
る
べ
し
。
下
に
孔
子
「
出
で
て
は
則
ち
公
卿

に
事
え
、
入
り
て
は
則
ち
父
兄
に
事
う
」
と
云
い
、『
孝
經
』
に
「
父
に
事

え
て
孝
な
り
、
故
に
忠
を
君
に
移
す
べ
し
。
兄
に
事
え
て
弟
な
り
、
故
に
順

を
長
に
移
す
べ
し
」
と
云
う
、
是
れ
な
り
。
謹
ん
で
信
と
は
、
理 

出
入
を

ね
て
、
恭
謹
に
し
て
誠
信
な
る
を
言
う（

（5
（

。

邢
疏
は
經
文
「
出
で
て
は
則
ち
悌
」
が
、
家
庭
內
の
問
題
を
指
す
「
入
」
で
は
な

く
「
出
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
子
罕
篇
「
出

則
事
公
卿
」
章
及
び
『
孝
經
』
廣
揚
名
章
の
論
理
を
導
入
し
て
「
出
」
と
は
「
公

卿
」
に
事
え
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
一
見
、
經
文
の
問
題
を
解
決
し
得
る
の
だ

が
、
こ
こ
で
「
行
い
て
餘
力
㊒
れ
ば
、
則
ち
以
て
文
を
學
ぶ
」
と
い
う
文
言
が
次

な
る
問
題
と
な
る
。
皇
侃
の
解
釋
で
は
、
こ
の
經
文
は
「
入
り
て
は
則
ち
孝
」
か

ら
「
仁
に
親
づ
く
」
に
至
る
ま
で
、
內
か
ら
外
に
向
け
て
漸
進
的
に
向
上
し
、
そ

こ
と
に
よ
り
誤
っ
た
解
釋
を
行
っ
た
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
公
冶
長
篇

「
臧
文
仲
居
蔡
」
章
の
經
・
㊟
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

［
經
］
臧
文
仲
、
蔡
を
居お

く
。［
㊟
］
包
曰
く
、
…
蔡
を
居
く
は
、
僭
な
り
。

［
經
］
節
を
山
に
し
、
梲
に
藻え

が

く
。［
㊟
］
包
曰
く
、
…
其
の
奢
侈
を
言
う（

（4
（

。

包
咸
㊟
は
「
蔡
を
居
く
」
を
「
僭
」、「
節
を
山
に
し
、
梲
に
藻
く
」
を
「
奢
侈
」

と
解
釋
し
て
お
り
、
こ
の
「
僭
」
と
「
奢
侈
」
に
程
度
の
差
を
見
出
す
。
皇
疏
に

よ
る
と
、
大
龜
を
飼
育
す
る
（「
蔡
を
居
く
」）
の
は
君
主
の
禮
で
あ
る
た
め
、
僭

越
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
禮
制
に
よ
る
と
、
君
主
の
宗
廟
に
は
「
節
を
山
に
し
、

梲
に
藻
く
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
が
、
君
主
の
居
室
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。
故
に
僭
越
で
は
な
く
、「
奢
侈
」
だ
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。

「
若
し
㊟
の
意
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
此
れ
是
れ
僭
に
非
ず
。
正
に
是
れ
奢
侈
し

て
禮
を
失
う
を
言
う
。
人
君
に
此
の
禮
無
し
、
故
に
僭
せ
ず（

（4
（

」
と
い
う
よ
う
に
、

皇
疏
は
包
咸
㊟
の
對
比
的
な
構
造
を
理
解
し
た
上
で
相
應
し
い
解
釋
を
行
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
邢
疏
は
「
蔡
を
居
く
」
を
「
僭
」
と
解
釋
し
て
お

り
、「
節
を
山
に
し
、
梲
に
藻
く
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

此
れ
節
を
山
に
す
と
言
う
は
、
柱
頭
を
刻
鏤
し
て
斗
拱
と
爲
し
、
形 

山
の

如
き
を
謂
う
。
梲
に
藻
く
と
は
、
梁
の
上
の
短
柱
を
畫
き
て
藻
文
と
爲
す
を

謂
う
。
此
れ
是
れ
天
子
の
廟
餝
、
而
る
に
文
仲
は
僭
し
て
之
を
爲
す
。
故
に

其
の
奢
侈
を
言
う（

（5
（

。

最
後
の
一
文
以
外
、
す
べ
て
『
禮
記
正
義
』
の
引
用
で
あ
り（

（5
（

、
た
だ
原
疏
の
「
管

仲
」
を
「
文
仲
」
に
變
え
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
解
釋
に
よ
れ
ば
、
臧
文
仲
は
天

子
の
宗
廟
の
餝
り
を
使
っ
て
お
り
、
僭
越
で
あ
る
と
い
う
。
假
に
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
包
咸
が
こ
こ
で
「
僭
」
で
は
な
く
わ
ざ
わ
ざ
「
奢
侈
」
を
用
い
た
說
朙
が
つ

か
な
い
。
こ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
邢
疏
は
包
咸
㊟
の
構
造
を
理
解
で
き
て
い
な
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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か
。
以
下
の
邢
疏
の
事
例
か
ら
檢
討
し
た
い
。

學
而
篇
に
、「
㊒
子
曰
く
、
其
の
人
と
爲
り
や
孝
弟
に
し
て
、
而
も
上
を
犯
す

こ
と
を
好
む
者
は
鮮
な
し
。
上
を
犯
す
こ
と
を
好
ま
ず
し
て
、
而
も
亂
を
作
す
こ

と
を
好
む
者
は
、
未
だ
之
㊒
ら
ず（

（5
（

」
と
あ
る
。
こ
の
歬
半
に
對
し
て
、
皇
疏
は
熊

埋
說
に
基
づ
い
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

好
と
は
、
心
欲
す
る
を
謂
う
。
犯
と
は
、
諫
爭
を
謂
う
。
上
と
は
、
君
親
を

謂
う
。
鮮
、
少
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
孝
悌
の
人
、
必
ず
違
う
無
き
を
以

て
心
と
爲
し
、
恭
從
を
以
て
性
と
爲
す
。
若
し
其
の
君
親
の
顏
を
犯
し
て
諫

爭
せ
ん
と
欲
す
る
者
㊒
れ
ど
も
、
此
の
人
㊒
る
こ
と
少
な
し
、
と
。
然
し
て

孝
悌
た
る
者
、
實
は
都
て
欲
せ
ず
、
必
ず
其
の
人
無
く
、
而
る
に
少
な
し
と

云
う
は
、
君
親
過
ち
㊒
り
、
若
し
任
せ
て
諫
め
ず
ん
ば
、
必
ず
不
義
に
陷
る

こ
と
を
朙
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
。
孝
子
の
心
を
存
し
て
、
都
て
諫
め
ざ
ら
し

め
ん
と
欲
せ
ず
、
故
に
其
の
少
な
き
分
を
開
き
て
必
ず
諫
め
し
む（

（5
（

。

皇
疏
に
よ
る
と
、
孝
悌
の
人
が
君
主
や
父
母
を
諫
め
た
い
と
思
う
こ
と
は
實
際
に

は
な
い
が
、
君
主
や
父
母
側
に
過
失
が
あ
り
不
義
に
陷
ら
ん
と
す
る
と
き
は
諫
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
㊒
子
は
諫
め
る
餘
地
を
殘
す
た
め
、「
未
だ
之

㊒
ら
ず
」
の
よ
う
な
全
否
定
で
は
な
く
「
鮮
な
し
」
と
言
っ
た
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
邢
疏
の
解
釋
は
異
な
る
。「
其
の
人
と
爲
り
や
父
母
に
孝
た

り
て
兄
長
に
順
た
り
、
而
も
凢
そ
己
の
上
に
在
る
者
を
陵
犯
す
る
こ
と
を
好
む
者

は
少
な
し（

（5
（

」
と
い
う
よ
う
に
、「
犯
」
を
「
諫
爭
」
で
は
な
く
、「
陵
犯
」
と
解
釋

し
た
。
そ
の
理
由
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

皇
氏
・
熊
氏
以
爲
ら
く
、
上
と
は
君
親
を
謂
い
、
犯
と
は
顏
を
犯
し
て
諫
爭

す
る
を
謂
う
。
と
。
今 

㊟
に
「
上
と
は
凢
そ
己
の
上
に
在
る
者
を
謂
う
」

と
云
う
こ
と
を
案
ず
れ
ば
、
則
ち
皇
氏
・
熊
氏
、
㊟
の
意
に
違
背
し
、
其
の

義
恐
ら
く
は
非
な
り（

（5
（

。

の
過
程
を
終
え
た
者
が
さ
ら
に
「
行
い
て
餘
力
㊒
れ
ば
」、
と
い
う
條
件
の
下
、

「
則
ち
以
て
文
を
學
ぶ
」
と
い
う
、
直
線
的
方
向
性
を
軸
と
し
た
も
の
と
な
る
。

一
方
邢
疏
で
は
、「
入
り
て
は
則
ち
孝
」
か
ら
「
仁
に
親
づ
く
」
ま
で
の
閒
に
皇

疏
の
よ
う
な
內
外
の
直
線
性
や
漸
進
性
が
朙
示
さ
れ
ず
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
歬
提

と
し
た
上
で
「
文
を
學
ぶ
」
場
合
、
既
に
「
出
で
て
公
卿
に
事
」
え
た
人
閒
に
し

か
「
文
を
學
ぶ
」
㊮
格
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
邢
疏
は
、
こ
の
「
文
を

學
ぶ
」
た
め
の
㊮
格
の
問
題
に
十
分
な
回
答
を
與
え
て
い
な
い
。
邢
疏
は
文
獻
的

根
據
を
重
視
し
て
經
文
を
解
釋
し
た
一
方
で
、
經
文
の
構
造
に
十
分
に
意
識
が
向

け
ら
れ
て
い
な
い
面
を
も
つ
。

上
記
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
邢
疏
は
『
論
語
』
の
經
文
・
㊟
文
の
構
造
に
對
す

る
理
解
が
不
足
し
て
お
り
、
構
造
か
ら
經
義
を
解
釋
す
る
手
法
を
把
握
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
邢
疏
は
皇
疏
・
孔
疏
を
踏
襲
し
て
は
い
る
も
の

の
、
皇
侃
・
孔
穎
逹
の
學
問
に
對
す
る
理
解
は
乏
し
い
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
科
擧

試
驗
の
「
帖
書
」「
墨
義
」
が
原
因
の
一
端
で
あ
る
。
經
㊟
疏
を
別
々
に
暗
記
す

る
あ
ま
り
文
章
の
全
體
的
な
構
造
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
經
典
に
對
す
る
理

解
が
斷
片
化
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
二
點
か
ら
見
る
と
、「
㊟
疏
の
學
」
は
國
定
㊟
疏
を
中
心
と
し
た
學
問

で
あ
り
、
科
擧
制
と
密
接
な
關
係
を
㊒
す
る
。
漢
晉
古
㊟
と
唐
人
義
疏
に
基
づ
い

て
い
る
と
は
い
え
、
皇
疏
・
孔
疏
等
の
從
來
の
義
疏
學
と
は
乖
離
し
て
お
り
、
異

な
っ
た
固
㊒
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

四
、「
註
疏
の
學
」
と
經
學
の
轉
換

歬
節
の
考
察
か
ら
、「
㊟
疏
の
學
」
は
、
從
來
の
義
疏
學
と
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
㊟
疏
の
學
」
は
、
從
來
よ
り
問
題
と
さ

れ
て
き
た
唐
宋
朞
に
お
け
る
經
學
の
轉
換
と
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う



北
宋
初
朞
に
お
け
る
「
㊟
疏
の
學
」

四
一

る
餘
地
を
殘
し
た
と
解
釋
で
き
、
こ
の
問
題
に
解
決
を
與
え
て
い
る
。

「
犯
顏
諫
爭
」
說
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
丘
光
庭
や
邢
昺
は
、
皇
侃
が
示
し
た

論
理
構
造
上
の
問
題
を
特
に
重
く
受
け
止
め
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
丘
光
庭
が

「
必
ず
君
上
を
干
犯
せ
ず
」「
必
ず
亂
を
作
す
の
心
無
し
」
と
い
う
よ
う
に
、「
鮮

な
し
」
と
全
否
定
の
「
未
だ
之
㊒
ら
ず
」
を
混
同
し
た
點
に
は
、
論
理
構
造
に
對

す
る
無
關
心
が
見
て
取
れ
る
。
第
三
節
に
既
述
し
た
邢
疏
の
構
造
に
對
す
る
理
解

の
闕
如
も
ま
た
、
同
樣
の
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

皇
疏
の
よ
う
な
構
造
分
析
に
重
き
を
置
い
た
解
讀
に
對
し
て
、
丘
光
庭
や
邢
昺
等

の
晚
唐
宋
初
の
學
者
は
も
は
や
價
値
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
狀
況

下
で
、
皇
疏
に
對
す
る
異
論
が
現
れ
て
き
た
の
は
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
皇
疏
の
「
犯
顏
諫
爭
」
說
が
、
學
而
篇
の
み
な
ら
ず
經
書
全
般
に
關

わ
る
理
論
で
あ
り
、
孔
疏
に
も
影
響
を
與
え
て
い
る
こ
と
に
は
㊟
意
が
必
要
で
あ

る
。
里
仁
篇
「
事
父
母
幾
諫
」
章
で
、
皇
疏
は
『
論
語
』『
禮
記
』『
孝
經
』
の
記

述
を
關
聯
さ
せ
、
君
親
に
對
す
る
「
微
諫
」
と
「
犯
顏
」
と
の
禮
の
規
範
を
纏
め

た（
（6
（

。『
禮
記
正
義
』
も
同
じ
理
論
を
採
用
す
る
し
、『
毛
詩
正
義
』
も
學
而
篇
「
犯

上
」
の
「
犯
」
を
「
諫
」
と
理
解
し
て
い
る（

（6
（

。
す
な
わ
ち
、
孔
疏
は
學
而
篇
「
犯

上
」
に
對
し
て
直
接
は
解
釋
し
て
い
な
い
が
、
實
質
的
に
「
犯
顏
諫
爭
」
說
を
認

め
、
皇
疏
と
同
じ
理
論
を
㊟
釋
の
根
據
と
し
て
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

邢
疏
は
「
犯
顏
諫
爭
」
說
と
孔
疏
と
の
關
係
を
見
迯
し
た
よ
う
で
、
唐
初
の
國

定
㊟
疏
を
宗
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
の
解
釋
は
國
定
㊟
疏
と
異
な
る
も

の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
從
來
の
義
疏
學
に
對
す
る
理
解
が
乏
し

い
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
根
本
的
に
は
當
時
の
學
者
の
經
書
解
讀
に
對

す
る
見
解
が
歬
代
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
見
解
の
變
化
に
伴
い
、

古
い
理
論
が
次
第
に
排
除
さ
れ
、
新
た
な
解
釋
が
現
れ
て
き
た
。

㊟
目
す
べ
き
こ
と
に
、
宋
代
經
學
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
朱
子
も
ま
た
「
干

邢
疏
は
、
集
解
に
違
背
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
皇
疏
を
否
定
し
た
。
し
か

し
、
よ
く
見
て
み
る
と
、「
上
」
を
「
君
親
」
と
解
釋
す
る
點
は
と
も
か
く
と
し

て（
（6
（

、「
犯
」
の
訓
詁
に
つ
い
て
は
當
の
集
解
に
言
及
が
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
邢
疏

が
「
犯
顏
諫
爭
」
說
の
否
定
と
し
て
皇
疏
の
集
解
と
の
違
背
を
擧
げ
る
の
は
理
に

合
わ
な
い
。
憲
問
篇
で
「
君
に
事
う
る
」
衟
と
は
「
欺
く
こ
と
勿
れ
、
而
し
て
之

を
犯
せ
」
で
あ
る
と
說
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
犯
」
に
對
し
て
集
解
は
ま
さ

に
「
犯
顏
諫
爭
」
と
解
釋
す
る
孔
安
國
㊟
を
引
用
し
て
い
る（

（6
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
皇
疏
に
對
す
る
邢
疏
の
論
斷
は
些
か
早
計
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ

う
。皇

疏
に
對
す
る
異
論
は
、
邢
疏
に
先
ん
じ
て
晚
唐
五
代
に
す
で
に
現
れ
て
い

る
。
太
學
博
士
で
あ
っ
た
丘
光
庭
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

犯
上
と
は
、
君
上
の
法
令
を
干
犯
す
る
を
謂
う
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
人 

父

母
に
事
え
て
能
く
孝
た
り
、
長
兄
に
事
え
て
能
く
悌
た
れ
ば
、

ち
君
上
に

事
え
て
能
く
法
令
に
遵
い
、
必
ず
君
上
を
干
犯
せ
ず
。
既
に
上
を
犯
さ
ず
ん

ば
、
必
ず
亂
を
作
す
の
心
無
し（

（6
（

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
君
主
の
法
令
を
「
干
犯
」
す
る
こ
と
が
「
犯
上
」
で
あ
る
。
同

時
朞
の
杜
光
庭
に
も
類
似
す
る
說
が
見
え（

（6
（

、
當
時
は
こ
の
「
干
犯
」
說
が
流
行
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
皇
疏
を
否
定
し
「
干
犯
」
に
近
い
「
陵
犯
」
說
を
取
り

上
げ
た
邢
疏
に
は
、
當
時
流
行
の
學
說
と
の
一
致
が
見
え
る
。

し
か
し
、「
陵
犯
」
で
あ
れ
「
干
犯
」
で
あ
れ
、
皇
疏
の
示
し
た
經
文
の
論
理

構
造
上
の
問
題
は
解
決
で
き
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
經
文
の
嚴
密
な
分
析
か
ら

は
、「
上
を
犯
す
こ
と
を
好
む
」
孝
悌
の
人
が
、「
鮮
な
し
」
と
し
な
が
ら
も
存
在

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
皇
侃
が
唱
え
た
「
犯
顏
諫

爭
」
說
で
あ
れ
ば
、
歬
述
の
よ
う
に
、
君
親
が
不
義
に
陷
ら
ん
と
す
る
と
き
に
諫

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
㊒
子
は
「
鮮
な
し
」
と
い
い
、
孝
悌
の
人
が
諫
め



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

四
二

つ
い
て
、
𢎭
和
順
「
邢
昺
『
論
語
㊟
疏
』
と
そ
の
特
色
」
第
二
節
（『
日
本
中
國
學

會
報
』
七
〇
、
二
〇
一
八
年
）
參
照
。

（
２
）　

唐
朙
貴
「
邢
昺
『
論
語
㊟
疏
』
的
㊟
釋
特
色
」（『
儒
家
典
籍
與
思
想
硏
究
』
一
、

二
〇
〇
九
年
）
と
㊟（
１
）𢎭
歬
揭
論
文
。

（
３
）　

皇
疏
「
衟
者
、
通
而
不
擁
也
。」
テ
キ
ス
ト
は
、『
論
語
義
疏
』（
中
華
書
局
、
二

〇
一
三
年
）
に
據
る
。
以
下
同
樣
。
邢
疏
「
衟
者
、
虛
通
無
擁
、
自
然
之
謂
也
。
王

弼
曰
、
衟
者
無
之
稱
也
。
無
不
通
也
、
無
不
由
也
、
況
之
曰
衟
。
寂
然
無
體
、
不
可

爲
象
。」
テ
キ
ス
ト
は
、『
十
三
經
㊟
疏
』（
藝
文
印
書
館
影
印
本
）
に
據
る
。
以
下
、

『
十
三
經
』
及
び
㊟
疏
の
引
用
は
同
本
に
據
る
。
な
お
、
邢
疏
が
引
用
し
た
王
弼
說

が
、
王
弼
『
論
語
釋
疑
』
の
逸
文
で
は
な
く
、『
周
易
』
繫
辭
傳
上
の
韓
康
伯
㊟
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
高
橋
均
「
王
弼
「
論
語
釋
疑
」
考
」

（『
大
妻
女
子
大
學
紀
要 

文
系
』
三
七
、
二
〇
〇
五
年
）
參
照
。

（
４
）　

野
閒
文
史
『
五
經
正
義
の
硏
究
―
そ
の
成
立
と
展
開
』（
硏
文
出
版
、
一
九
九
八

年
）
第
三
篇
第
一
章
。

（
５
）　

陳
鴻
森
「
唐
玄
宗
〈
孝
經
序
〉「
擧
六
家
之
異
同
」
釋
疑
―
唐
宋
官
修
㊟
疏
之
一

側
面
」（『
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
集
刊
』
七
四
−一
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
６
）　

㊟（
４
）野
閒
歬
揭
書
第
三
篇
第
二
章
。

（
７
）　

た
だ
『
玉
海
』
卷
四
一
に
「『
唐
志
』、
皇
侃
疏
十
卷
。（
原
㊟
、
邢
昺
以
爲
援
引

不
經
、
詞
意
淺
陋
。）」（
淸
光
緖
浙
江
書
局
本
、
一
八
葉
表
）
と
あ
る
。
原
序
か
ら

の
引
用
か
。
な
お
、『
爾
雅
正
義
』
序
に
、
孫
炎
・
高
璉
の
舊
疏
に
對
し
て
「
淺
近

俗
儒
、
不
經
師
匠
」
と
い
う
類
似
の
評
價
が
見
え
る
。

（
８
）　

今
既
奉
敕
校
定
、
考
案
其
事
必
以
經
籍
爲
宗
、
理
義
所
詮
則
以
景
純
爲
主
。

（
９
）　
『
周
易
正
義
』
序
「
今
既
奉
敕
刪
定
、
考
察
其
事
必
以
仲
尼
爲
宗
、
義
理
可
詮
先

以
輔
嗣
爲
本
。」

（
10
）　

孔
疏
の
取
捨
基
準
に
つ
い
て
は
、
喬
秀
岩
『
義
疏
學
衰
亡
史
論
』（
白
峰
社
、
二

〇
〇
一
年
）
第
三
章
第
三
節
參
照
。

犯
」
說
を
取
る（

（6
（

。
晚
唐
宋
初
か
ら
如
何
に
し
て
新
㊟
が
成
長
し
て
い
っ
た
か
は
更

な
る
檢
討
を
要
す
る
が
、
朱
子
が
「
犯
顏
諫
爭
」
說
で
な
く
「
干
犯
」
說
を
繼
承

し
て
い
る
と
い
う
點
は
、
大
い
に
示
唆
的
で
あ
る
。
古
㊟
か
ら
新
㊟
へ
の
轉
換
の

過
程
に
お
い
て
、
邢
疏
は
唐
初
の
義
疏
學
か
ら
宋
代
の
理
學
ま
で
の
中
閒
的
な
位

置
を
占
め
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
點
か
ら
、
北
宋
初
朞
の
「
㊟
疏

の
學
」
は
唐
宋
經
學
の
轉
換
に
當
た
る
と
言
え
よ
う
。

結
　
論

以
上
、
邢
疏
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
背
後
の
北
宋
初
朞
に
お
け
る
「
㊟
疏

の
學
」
を
考
察
し
た
。
北
宋
の
文
敎
統
一
政
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
邢
疏
の

編
纂
は
、
科
擧
試
驗
の
標
準
の
確
立
が
目
的
と
さ
れ
て
い
た
。
從
來
の
試
驗
標
準

を
守
る
た
め
に
、
皇
疏
よ
り
も
權
威
の
あ
る
孔
疏
等
の
唐
の
國
定
㊟
疏
を
優
先
的

に
採
用
す
る
編
纂
方
針
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
邢
疏
の
編
纂
に

は
、
當
時
の
「
㊟
疏
の
學
」
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
漢
唐
㊟
疏
を
墨
守
し

て
は
い
る
が
、
表
面
的
な
引
用
に
止
ま
り
內
容
に
對
す
る
思
考
を
輕
ん
じ
る
と
い

う
面
と
、
經
書
の
構
造
に
對
す
る
理
解
が
乏
し
い
と
い
う
面
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
背
景
の
も
と
で
、
皇
疏
な
い
し
孔
疏
の
理
論
が
排
除
さ
れ
新
た
な
解
釋
が
現
れ

て
き
た
。
北
宋
初
朞
の
「
㊟
疏
の
學
」
は
、
科
擧
の
た
め
の
保
守
的
な
學
問
で
は

あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
唐
宋
經
學
の
轉
換
を
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

㊟（
１
）　
『
郡
齋
讀
書
志
』
に
「
論
語
正
義
十
卷
、
…
先
是
梁
皇
侃
采
衞
瓘
・
蔡
謨
等
十
三

家
之
說
爲
疏
、
昺
等
因
之
成
此
書
」（
孫
猛
『
郡
齋
讀
書
志
校
證
』、
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
九
〇
年
、
一
三
四
頁
）
と
あ
る
。
な
お
、
邢
疏
に
お
け
る
皇
疏
の
繼
承
に



北
宋
初
朞
に
お
け
る
「
㊟
疏
の
學
」

四
三

（
11
）　

㊟（
１
）𢎭
歬
揭
論
文
第
三
節
。

（
12
）　

本
稿
第
四
節
を
參
照
。

（
13
）　

皇
疏
「
剋
、
猶
約
也
。
復
、
猶
反
也
。
言
若
能
自
約
儉
己
身
、
還
反
於
禮
中
、
則

爲
仁
也
。
于
時
爲
奢
泰
過
禮
、
故
云
禮
也
。」
邢
疏
「
此
㊟
克
訓
爲
約
。
劉
炫
云
、

克
、
訓
勝
也
。
己
、
謂
身
也
。
…
今
刊
定
云
、
克
、
訓
勝
也
。
己
、
謂
身
也
。
謂
能

勝
去
嗜
慾
、
反
復
於
禮
也
。」

（
14
）　
『
春
秋
左
傳
㊟
疏
』
卷
四
五
、
三
八
葉
裏
。
な
お
、
㊟（
４
）野
閒
歬
揭
書
、
四
四

一
−四
四
三
頁
參
照
。

（
15
）　

㊟（
４
）野
閒
歬
揭
書
、
四
一
五
−四
一
六
頁
參
照
。

（
16
）　

拙
論
「
義
疏
學
の
轉
換
―
『
五
經
正
義
』
に
お
け
る
「
今
所
不
取
」
の
考
察
」

（『
中
國
思
想
史
硏
究
』
四
〇
、
二
〇
一
九
年
）。

（
17
）　

春
取
楡
柳
之
火
、
…
冬
取
槐
檀
之
火
。
一
年
之
中
、
鑽
火
各
異
木
、
故
曰
改
火
也
。

（
18
）　

皇
疏
「
更
、
猶
改
也
。
改
火
之
木
、
隨
五
行
之
色
而
變
也
。
楡
柳
色
靑
、
春
是

木
、
木
色
靑
、
故
春
用
楡
柳
也
。
…
槐
檀
色
黑
、
冬
是
水
、
水
色
黑
、
故
冬
用
槐
檀

也
。
所
以
一
年
必
改
火
者
、
人
若
依
時
而
⻝
其
火
則
得
氣
、
又
宜
令
人
無
災
厲
也
。」

な
お
、
底
本
は
「
又
宜
」
を
上
に
繫
げ
て
い
る
が
、
今
改
め
た
。
邢
疏
「
案
周
禮

司
爟
、
掌
行
火
之
政
令
、
四
時
變
國
火
以
救
時
疾
。
鄭
玄
㊟
云
、
行
猶
用
也
。
變
猶

易
也
。
鄭
司
農
說
以
鄹
子
曰
、
春
取
楡
柳
之
火
、
…
冬
取
槐
檀
之
火
。
其
文
與
此
正

同
。
釋
者
云
、
楡
柳
靑
、
故
春
用
之
。
…
槐
檀
黑
、
故
冬
用
之
。」

（
19
）　
『
禮
記
㊟
疏
』
卷
二
二
、
二
五
葉
表
。

（
20
）　

疏
文
が
省
略
し
た
經
㊟
の
引
用
を
補
足
す
る
作
業
は
、
北
宋
國
子
監
が
唐
寫
本

『
五
經
正
義
』
に
對
し
て
施
し
た
校
勘
に
も
見
え
る
。
李
霖
『
宋
本
群
經
義
疏
的
編

校
與
刊
印
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
九
年
）
第
二
章
。

（
21
）　

侃
案
、
五
方
正
色
、
靑
赤
白
黑
黃
。
五
方
閒
色
、
綠
爲
靑
之
閒
、
紅
爲
赤
之
閒
、

碧
爲
白
之
閒
、
紫
爲
黑
之
閒
、
緇
爲
黃
之
閒
也
。
故
不
用
紅
紫
、
言
是
閒
色
也
。
所

以
爲
閒
者
、
穎
子
嚴
云
、
東
方
木
、
木
色
靑
。
木
剋
於
土
、
土
色
黃
。
以
靑
加
黃
、

故
爲
綠
。
綠
爲
東
方
之
閒
也
。
…
又
中
央
土
、
土
色
黃
。
土
剋
水
、
水
色
黑
。
以
黃

加
黑
、
故
爲
緇
黃
。
緇
黃
爲
中
央
閒
也
。
緇
黃
、
黃
黑
之
色
也
。

（
22
）　

皇
氏
云
、
正
謂
靑
赤
黃
白
黑
五
方
正
色
。
不
正
謂
五
方
閒
色
、
綠
紅
碧
紫
駠
黃
色

是
也
。
靑
是
東
方
正
。
綠
是
東
方
閒
。
東
爲
木
、
木
色
靑
。
木
刻
土
、
土
色
黃
。
竝

以
所
刻
爲
閒
、
故
綠
色
靑
黃
也
。
…
黃
是
中
央
正
。
駠
黃
是
中
央
閒
。
中
央
土
、
土

色
黃
。
土
刻
水
、
水
色
黑
。
故
駠
黃
色
黃
黑
也
。
な
お
、「
正
謂
靑
赤
」
の
「
正
」

は
底
本
に
な
い
が
、
南
宋
蜀
刻
本
『
論
語
㊟
疏
』（
宮
內
廳
書
陵
部
藏
本
）
に
よ
っ

て
補
っ
た
。

（
23
）　
『
禮
記
㊟
疏
』
卷
二
九
、
二
一
葉
表
裏
。

（
24
）　

北
宋
國
子
監
の
校
定
事
業
に
關
し
て
は
、
顧
永
新
『
經
學
文
獻
的
衍
生
和
通
俗

化
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
第
一
章
第
三
節
參
照
。

（
25
）　

諸
科
に
お
け
る
「
帖
書
」「
墨
義
」
の
規
定
の
詳
細
は
、『
宋
史
』
卷
一
五
五
、
中

華
書
局
、
一
九
八
五
年
、
三
六
〇
四
−三
六
〇
五
頁
參
照
。

（
26
）　
『
通
典
』
卷
一
五
、
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
、
三
五
六
頁
。

（
27
）　

㊒
云
作
者
七
人
矣
、
請
以
七
人
之
名
對
。
則
對
云
、
七
人
某
某
也
、
謹
對
。
㊒
云

見
㊒
禮
於
其
君
者
、
如
孝
子
之
養
父
母
也
、
請
以
下
文
對
。
則
對
云
下
文
曰
、
見
無

禮
於
其
君
者
、
如
鷹
鸇
之
逐
鳥
雀
也
、
謹
對
。
㊒
云
請
以
註
疏
對
者
、
則
對
云
註
疏

曰
云
云
、
謹
對
。『
文
獻
通
考
』
卷
三
〇
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
、
八
七
七
頁
。

な
お
、『
直
齋
書
錄
解
題
』
卷
一
七
に
は
『
呂
文
靖
試
卷
』
一
卷
が
採
錄
さ
れ
、「
咸

平
二
年
、
壽
州
應
擧
、
此
其
程
文
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
四
九
二

頁
）
と
い
う
記
錄
が
あ
る
。

（
28
）　

上
御
崇
政
殿
、
親
試
禮
部
奏
名
擧
人
、
得
進
士
李
迪
以
下
二
百
四
十
六
人
。
…
先

是
、
迪
與
賈
邊
皆
㊒
聲
場
屋
。
及
禮
部
奏
名
、
而
兩
人
皆
不
與
。
考
官
取
其
文
觀

之
。
迪
賦
落
韻
。
邊
論
當
仁
不
讓
於
師
、
以
師
爲
衆
、
與
㊟
疏
異
。
特
奏
令
就
御

試
。
參
知
政
事
王
旦
議
、
落
韻
者
、
失
於
不
詳
審
耳
。
捨
㊟
疏
而
立
異
論
、
輒
不
可

許
。
恐
士
子
從
今
放
蕩
無
所
準
的
。
遂
取
迪
而
黜
邊
。
李
燾
『
續
㊮
治
通
鑑
長
編
』



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

四
四

卷
五
九
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
、
一
三
二
一
−一
三
二
二
頁
。

（
29
）　

衞
靈
公
篇
「
當
仁
不
讓
於
師
」
に
つ
い
て
、
集
解
は
「
師
」
に
訓
詁
を
つ
け
ず
、

皇
疏
・
邢
疏
が
「
師
」
を
敎
師
に
限
定
し
た
。

（
30
）　

㊟（
３
）參
照
。

（
31
）　

氏
の
論
證
の
主
た
る
根
據
は
、
邢
疏
が
杜
預
說
を
「
今
所
不
取
」
と
採
用
し
な
か

っ
た
二
箇
所
が
、『
春
秋
正
義
』
に
載
せ
た
劉
炫
の
說
に
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、「
今
所
不
取
」
と
い
う
語
は
劉
炫
由
來
で
は
な
く
、
選
定
し
た
㊟
の
解
釋

を
守
る
た
め
、
孔
疏
が
初
め
て
用
い
た
表
現
で
あ
る
。
よ
っ
て
氏
の
論
證
に
は
更
な

る
檢
討
を
要
す
る
部
分
無
し
と
は
し
な
い
。
㊟（
16
）歬
揭
拙
論
參
照
。

（
32
）　

㊟（
４
）野
閒
歬
揭
書
、
四
五
〇
−四
五
五
頁
。

（
33
）　

㊟（
24
）顧
歬
揭
書
六
七
頁
、
ま
た
邢
昺
・
孫
奭
・
杜
鎬
の
『
宋
史
』
本
傳
を
參
照
。

（
34
）　

凢
所
檢
閱
、
必
戒
書
吏
云
、
某
事
、
某
書
在
某
卷
幾
行
。
覆
之
、
一
無
差
誤
。『
宋

史
』
卷
二
九
六
「
杜
鎬
傳
」、
九
八
七
七
頁
。

（
35
）　

㊟（
４
）野
閒
歬
揭
書
、
四
二
三
−四
三
一
頁
。
ま
た
、
憲
問
篇
「
羿
善
射
」
の
例

に
つ
い
て
、
邢
疏
「
羿
是
㊒
窮
君
之
名
號
」
と
い
う
解
釋
は
、『
尙
書
』
僞
孔
傳
「
羿

諸
侯
名
」
と
『
左
傳
』
杜
預
㊟
「
羿
㊒
窮
君
之
號
」
を
折
衷
し
た
も
の
で
あ
る
。
疏

文
を
見
る
に
、
二
正
義
を
合
成
し
た
痕
跡
は
朙
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
36
）　

云
唯
性
仁
者
自
然
體
之
者
、
言
天
性
仁
者
、
非
關
利
害
、
自
然

愛
施
生
、
體
包

仁
衟
。
易
文
言
曰
、
君
子
體
仁
、
足
以
長
人
、
是
也
。

（
37
）　
『
禮
記
㊟
疏
』「
若
天
性
仁
者
、
非
關
利
害
而
安
仁
也
。」（
卷
五
四
、
五
葉
裏
）『
周

易
㊟
疏
』「
言
君
子
之
人
、
體
包
仁
衟
、

愛
施
生
、
足
以
尊
長
於
人
也
。」（
卷
一
、

一
一
葉
表
）

（
38
）　

邢
疏
（
卷
一
〇
、
七
葉
表
裏
）、『
毛
詩
㊟
疏
』（
卷
七
之
二
、
四
葉
表
裏
）、『
禮

記
㊟
疏
』（
卷
三
〇
、
一
葉
裏
）
參
照
。

（
39
）　
「
㊟
疏
之
學
」
と
い
う
語
は
吳
曾
『
能
改
齋
漫
錄
』
卷
二
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、

一
四
表
）
に
初
出
、
馮
曉
庭
『
宋
初
經
學
發
展
述
論
』（
萬
卷
樓
、
二
〇
〇
一
年
）、

二
−三
頁
參
照
。

（
40
）　

案
老
子
德
經
云
、
天
網
恢
恢
、
疎
而
不
失
。
言
天
之
網
羅
、
恢
恢
疎
遠
、
刑
淫
賞

善
、
不
失
毫
分
也
。

（
41
）　

天
網
恢
恢
、
疏
而
不
失
。
小
人
見
天
命
不
切
切
之
急
、
謂
之
不
足
畏
也
。

（
42
）　

其
書
於
章
句
訓
詁
名
器
事
物
之
際
詳
矣
。『
玉
海
』
卷
四
一
、
二
〇
葉
表
。

（
43
）　

古
勝
隆
一
「
吿

之
餼
羊
邢
疏
札
記
」（『
能
仁
學
報
』
一
四
、
二
〇
一
七
年
）。

（
44
）　

其
㊒
朙
聖
人
之
衟
、
盡
六
經
之
意
、
而
不
能
誦
疏
與
㊟
、
一
切
棄
之
。『
權
德
輿

詩
文
集
』
卷
四
一
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
六
二
五
−六
二
六
頁
。

（
45
）　

每
詢
於
昺
、
但
引
義
疏
以
對
。
推
之
聖
人
應
機
設
敎
、
所
說
同
異
、
終
不
能
談
其

微
旨
。
曹
彥
約
『
經
幄
管
見
』
卷
二
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
一
二
表
。

（
46
）　

喬
秀
岩
「『
論
語
』
鄭
玄
㊟
と
何
晏
『
集
解
』
の
㊟
釋
の
異
な
る
方
向
性
に
つ
い

て
」（『
東
洋
古
典
學
硏
究
』
二
七
、
二
〇
〇
九
年
）
と
㊟（
10
）喬
歬
揭
書
第
一
章
第

二
節
參
照
。

（
47
）　

㊟（
10
）喬
歬
揭
書
第
三
章
第
五
節
參
照
。

（
48
）　
［
經
］
臧
文
仲
、
居
蔡
。［
㊟
］
包
曰
…
居
蔡
、
僭
也
。［
經
］
山
節
、
藻
梲
。

［
㊟
］
包
曰
…
言
其
奢
侈
。

（
49
）　

若
以
㊟
意
、
則
此
是
非
僭
也
、
正
言
是
奢
侈
失
禮
。
人
君
無
此
禮
、
故
不
僭
也
。

（
50
）　

此
言
山
節
者
、
謂
刻
鏤
柱
頭
爲
斗
拱
、
形
如
山
也
。
藻
梲
者
、
謂
畫
梁
上
短
柱
爲

藻
文
也
。
此
是
天
子
廟
餝
、
而
文
仲
僭
爲
之
。
故
言
其
奢
侈
。

（
51
）　
『
禮
記
㊟
疏
』
卷
二
三
、
一
七
葉
裏
。

（
52
）　

弟
子
入
則
孝
、
出
則
悌
、
謹
而
信
、

愛
衆
而
親
仁
、
行
㊒
餘
力
、
則
以
學
文
。

（
53
）　

父
母
、
閨
門
之
內
、
故
云
入
也
。
兄
長
、
比
之
疎
外
、
故
云
出
也
。

（
54
）　

向
朙
事
親
、
此
辨
接
外
。

（
55
）　

言
爲
人
弟
與
子
者
、
入
事
父
兄
、
則
當
孝
與
弟
也
。
出
事
公
卿
、
則
當
忠
與
順

也
。
弟
、
順
也
。
入
不
言
弟
、
出
不
言
忠
者
、
互
文
可
知
也
。
下
孔
子
云
、
出
則
事

公
卿
、
入
則
事
父
兄
。
孝
經
云
、
事
父
孝
、
故
忠
可
移
於
君
。
事
兄
弟
、
故
順
可
移



北
宋
初
朞
に
お
け
る
「
㊟
疏
の
學
」

四
五

於
長
、
是
也
。
謹
而
信
者
、
理

出
入
、
言
恭
謹
而
誠
信
也
。

（
56
）　

㊒
子
曰
、
其
爲
人
也
孝
弟
、
而
好
犯
上
者
、
鮮
矣
。
不
好
犯
上
、
而
好
作
亂
者
、

未
之
㊒
也
。

（
57
）　

好
、
謂
心
欲
也
。
犯
、
謂
諫
爭
也
。
上
、
謂
君
親
也
。
鮮
、
少
也
。
言
孝
悌
之

人
、
必
以
無
違
爲
心
、
以
恭
從
爲
性
。
若
㊒
欲
犯
其
君
親
之
顏
諫
爭
者
、
㊒
此
人
少

也
。
然
孝
悌
者
、
實
都
不
欲
、
必
無
其
人
、
而
云
少
者
、
欲
朙
君
親
㊒
過
、
若
任
而

不
諫
、
必
陷
於
不
義
。
不
欲
存
孝
子
之
心
、
使
都
不
諫
、
故
開
其
少
分
令
必
諫
也
。

な
お
、「
不
欲
存
孝
子
之
心
」
の
「
存
」
に
つ
い
て
、
龍
谷
大
學
藏
室
町
寫
本
は

「
絕
」
の
異
文
を
㊟
記
す
る
。

（
58
）　

其
爲
人
也
孝
於
父
母
、
順
於
兄
長
、
而
好
陵
犯
凢
在
己
上
者
少
矣
。

（
59
）　

皇
氏
・
熊
氏
以
爲
、
上
謂
君
親
、
犯
謂
犯
顏
諫
爭
。
今
案
㊟
云
「
上
謂
凢
在
己
上

者
」、
則
皇
氏
・
熊
氏
違
背
㊟
意
、
其
義
恐
非
也
。

（
60
）　

公
冶
長
篇
「
子
謂
子
產
」
章
「
其
事
上
也
敬
」
の
「
上
」
を
皇
疏
は
「
君
親
及
凢

在
己
上
者
」
と
解
釋
し
た
。
君
親
と
「
凢
在
己
上
者
」
は
別
個
の
も
の
の
よ
う
に
も

見
え
る
が
、「
凢
在
己
上
者
」
の
代
表
と
し
て
强
調
さ
れ
て
い
る
と
も
取
れ
る
。

（
61
）　
［
經
］
子
路
問
事
君
。
子
曰
、
勿
欺
也
而
犯
之
。［
㊟
］
孔
曰
、
事
君
之
衟
、
義
不

可
欺
、
當
能
犯
顏
諫
爭
。

（
62
）　

犯
上
、
謂
干
犯
君
上
之
法
令
也
。
言
人
事
父
母
能
孝
、
事
長
兄
能
悌
、

事
君
上

能
遵
法
令
、
必
不
干
犯
於
君
上
也
。
既
不
犯
上
、
必
無
作
亂
之
心
。『

朙
書
』
卷

三
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
一
一
葉
表
。

（
63
）　
『
衟
德
眞
經
廣
聖
義
』
卷
四
七
、「
論
語
學
而
篇
云
、
…
。
言
强
梁
之
人
干
犯
己
之

上
者
、
而
孝
悌
之
人
必
恭
順
、
好
欲
犯
其
上
者
少
也
。」（『
正
統
衟
藏
』、
中
文
出
版

社
影
印
本
、
第
一
三
册
、
一
〇
三
八
四
頁
中
欄
）

（
64
）　

皇
疏
「
舊
通
云
、
君
親
竝
諫
、
同
見
孝
經
、
微
進
善
言
、
俱
陳
記
傳
。
故
此
云
、

事
父
母
幾
諫
、
而
曲
禮
云
、
爲
人
臣
之
禮
不
顯
諫
。
鄭
玄
曰
、
合
幾
微
諫
也
。
是
知

竝
宜
微
諫
也
。
又
若
君
親
爲
過
大
甚
、
則
亦
不
得
不
極
於
犯
顏
。
故
孝
經
曰
、
父
㊒

爭
子
、
君
㊒
爭
臣
。
又
內
則
云
、
子
之
事
親
也
、
三
諫
不
從
則
號
泣
而
隨
之
。
又

云
、
臣
之
事
君
、
三
諫
不
從
則
迯
之
。
以
就
經
記
、
竝
是
極
犯
時
也
。
而
檀
弓
所

言
、
欲
顯
眞
假
本
異
、
故
其
旨
不
同
耳
。」「
內
則
」
は
「
曲
禮
」
の
誤
り
。「
檀
弓
」

は
「
事
親
㊒
隱
而
無
犯
、
事
君
㊒
犯
而
無
隱
」
の
一
文
を
指
す
。

（
65
）　
『
禮
記
㊟
疏
』
檀
弓
上
「
事
親
㊒
隱
而
無
犯
」
疏
、「
據
親
㊒
尋
常
之
過
、
故
無

犯
。
若
㊒
大
惡
、
亦
當
犯
顏
。
故
孝
經
云
、
父
㊒
爭
子
則
身
不
陷
於
不
義
、
是
也
。

論
語
曰
、
事
父
母
幾
諫
、
是
尋
常
之
諫
也
。」（
卷
六
、
三
葉
表
）『
毛
詩
㊟
疏
』
大

雅
・
思
齊
「
不
諫
亦
入
」
疏
、「
論
語
云
、
孝
悌
而
好
犯
上
者
鮮
矣
。
既
不
好
諫
、

朙
㊒
不
能
者
矣
。」（
卷
一
六
之
三
、
一
六
葉
裏
）

（
66
）　
『
四
書
章
句
集
㊟
』「
犯
上
、
謂
干
犯
在
上
之
人
。」（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
、

四
八
頁
）

〔
附
記
〕
本
硏
究
はJSPS

科
硏
費JP20J11609

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
。




